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一挙に更新、手間なく多収！
～レアフル向け「ひめかみ」「ほおずり」の栽培法～

①りんご高接ぎで一気に品種更新できます。
②着果調整で177～190％に収量が増えます。

中央農業試験場 
作物開発部作物グループ
０１２３－ ８９－ ２００１
central-agri@hro.or.jp
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概 要 Abstract

成 果 Results

①高接ぎですぐに収穫できる！
・主幹と側枝に高接ぎする中間型更新が最適。
・4～5年で成木化。(苗木より3年早い)
・側枝は水平以下へ誘引で花芽率が増加。

②着果量増でたくさん収穫できる！
・加工用は2頂芽に1果着果させる。

 (生食用は4頂芽に1果着果)
・品質低下せず、隔年結果なし。

【高接ぎ】母樹の樹齢は10年生程度までとする。
【着果量】成木に適用する。摘果や収穫時期を遅らせない。

主幹

側枝

4頂芽に1果着果2頂芽に1果着果

高接ぎ中間型更新

1.5m

レアフル
・無添加で加熱加工し、生の食感を残した果実を
長期保存することが可能です。
・酸味が多いりんご「ひめかみ」、「ほおずり」
のレアフルはそのまま食べたり、スイーツなどに
利用が広がっています。
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